
平成 30年 3月 山口県医師会報 第 1891 号

262

山口県医師会の活動等に関する
アンケート調査の結果について

[ 報告 : 常任理事　今村　孝子 ]

　平成 29年度の広報部門の新規事業として、山

口県医師会の存在及び活動等について県民にど

れだけ認知されているのかを調査し、今後の活動

に活かすことを目的としてアンケート調査を実

施した。アンケートの対象者は、本年度開催した

①山口県医学会総会（平成29年6月11日 (日 )）、

②県民の健康と医療を考える会主催（10 月 15

日 ( 日 )）、③山口県医師会主催（11月 12日 ( 日 )）

の 3つの県民公開講座の参加者とした。参加者

約 2,200 名のうち 953 名から回答を得たので、

その結果について報告する。

①   6 月 11 日（日）「山口県医学会総会」　 参加者数：約 1,500 名、回収数：468

② 10月 15日（日）「県民公開講座」　　 　参加者数：約    160 名、回収数：126

③ 11月 12日（日）「県民公開講座」　　 　参加者数：約    530 名、回収数：359

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　：953

1. お住まいの地域
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2. 年齢

3. 性別

4. 本会の存在や活動内容

5. どのような方法で知ったか（複数回答可）
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6. どのような活動をご存知か（複数回答可）

7. 本会に対する印象（複数回答可）
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　山口県医師会の活動認知度は決して高くない

（4割強が全くあるいはあまり知らないと回答）。

一方、認知されている活動としては、県民公開講

座の開催を除けば、花粉情報や感染情報の提供、

県医師会報、本会ホームページでの情報、JMAT

やまぐちの活動であり、マスメディアやWeb で

発信するものが多かった。

　本会の印象として、「地域医療に取り組んでい

る」が複数回答ではあるが 7割を超え、次いで「医

療や医学の水準の向上に努めている」と「医師

の技術・知識の向上に取り組んでいる」が 5割

程度であった。「医師の利益確保を主張している」

は 1割強あった。

　県民公開講座の参加者の地域や年齢について

は、今年度の３講座ともに山口市での開催であっ

たため地域の偏りが目立った。参加者の年齢は

50 ～ 70 代が 7 割強を占めたが、11 月に開催

した山口県医師会主催の講座では 30 ～ 50 代が

4割強と比較的若い年齢層の参加が多かった。

　県民公開講座に参加してくださった皆様 ､アン

ケートにご協力頂いた皆様に感謝し、多くの貴重

な意見を今後の医師会活動に活かしていきたい。

　

8. 山口県医師会に期待すること・望むこと

・治療も大切だが予防にも力を入れて活動してほしい。これ以上、国の医療費を増やしてはいけない。 

・医療の連携がスムーズに行えるようセカンドオピニオンや総合病院への紹介など配慮してほしい。

・老人が受けている医療全般に対して相談できる窓口を各自治体に設置してほしい。  

・生きがいづくりを含めた公開講座の開催を希望。  
・医師には、なかなかものが言いにくいイメージがあるので敷居を低くしていただけたらと思う。

・高齢化する農山村の地域の医療体制の整備、充実。  

・高齢者社会にしっかり対応してもらいたい。  

・医療格差をなくすため、医師の技術、知識の向上に努力してほしい。  

・自分で意識し、アンテナを張っているので医師会の情報を受け取っているが、自宅に居ても情報が得られる　

　と有難い。  

・患者に寄り添った、上から目線でない医師の養成に力を入れてほしい。  

・医師会の活動が身近に感じられない。もう少し身近で地域に密着した団体であってほしい。 

・コンピューター入力に気を取られるドクターよりも、人の心に寄り添える（人の状況を観察する）ドクターを

　育ててほしい。

・病気や治療に関する公開講座の開催。 

・最近、特に老若男女のことを考えて活動されていることが嬉しい。  

・一般の人がいろいろな知識を得ることができるよう継続して開催してほしい。  

・予防医療の現実化、健康増進に向けての県民個々の勉強の場を作って自らが可能な限り学べる場を提供してほ

　しい。 

・これからも医療情報を提供してほしい。市の方でもわかると有難い。  

・各専門医が研鑚を積んでいただき、どこへ行っても適切な治療、アドバイスを期待したい。親身で温かい診療

　を心がけていただきたい。特に内科は最新の医療を学んでいただき、患者に返していただければ嬉しい。

・高齢者の医療対策に真剣に取り組んでほしい  

・待ち時間の短縮と受診時の患者への対話重視という相反することではあるが早急に取組み、効率的でハートの

　ある取組みの実現を望む。 

・医師会の活動がこんなにあることを初めて知った。その中でも「県民公開講座の開催」と「JMAT やまぐちを

　編成し災害支援に対応」に期待している。  

・医師の人数を増やすこと、医療費削減に努めてほしい。  

・医療に関する情報を県民にわかりやすく発信してほしい。また、医師会の活動内容や状況を PRしてほしい。


